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本日のメニュー

➊ ホームワーク披露会
ほめてほめてほめまくろうシート

➋ 学習会
『整え上手になろう』『伝え上手になろう』

～子どもにとってわかりやすい教え方のコツ～

➌ グループワーク
講座で取組む目標の決定

整え上手・伝え上手
になろう！

子どもにとってわかりやすい
教え方のコツ

整え上手になろう！

前回までの講義で、ほめる関わりの大切さをお話し

てきました。また、ほめる行動を探すときのコツに

ついてもご紹介しました。

ここからは、ちょっと発想を転換して、子どものよ

い行動を引き出す方法について考えていきます。

今回は、環境を整備すること、ちょっとした

工夫についてのアイディアを紹介します。

整えるとは？

子どもが落ち着ける、学びやすい環境を作ること

は非常に重要です。

ちょっとした手がかりがあることで、できなかっ

たことができるようになることもあります。

※事前の準備・環境調整や、モチベーションを高

める工夫、実際にやってみるときに達成しやす

くする工夫が大切です。

整え上手の工夫

➊事前に予定を視覚的に示す。

➋指示やルール、すべきことを視覚的に示す。

➌気になるものや苦手なものを取り除いておく。

➍本人の好きなものや活動を取り入れる。

➎適切な行動を始めやすいように手がかりを目立

たせる。

➏適切な行動を始めやすいように道具などを工夫

する。



➊事前に予定を視覚的に示す ➊事前に予定を視覚的に示す

➋指示やルール、すべきことを
視覚的に示す

時間をわかりやすく

ルールを
わかりやすく

➋指示やルール、すべきことを
視覚的に示す

例１：夕食時にテレビばかり見ていて食事がすすまない。

夕食の時間はテレビを消す。

例２：妹のしていることが気になり、宿題に取組めない。

別の部屋で過ごす。勉強の時間をずらす。

例３：品質表示などのタグの感触が苦手で、シャツを着る

ことを嫌がる。

あらかじめタグを切り取っておく。

➌気になるものや苦手なものを
取り除いておく

➍本人の好きなものや活動を取
り入れる

日課が楽しくこなせる工夫

歯みがきをする

帰宅後の日課



➍本人の好きなものや活動を取
り入れる

➎適切な行動を始めやすいよう
に手がかりを目立たせる

手がかりを置くのにもっとも効果的な場所はどこ

ですか？手がかりを見るときの行動をイメージし

てみてください。

➏適切な行動を始めやすいよう
に道具などを工夫する

子どもが自分ひとりできることが増えるように、い

つもの道具に少し工夫を加えてみましょう。

おしっこの時は
あげてしてね

よく
できました

➏適切な行動を始めやすいよう
に道具などを工夫する

カルピス用コップ

なわとびの工夫
テーブル拭き

まとめ：整え上手

➊環境を整えることで、子どもが落ち着けたり、

学びやすくなったりする。

➋視覚的に示したり、余分なものを取り除いたり

することは効果的である。

➌子どもが興味を持てたり、使いやすいように道

具を工夫することも有効である。

➍環境の整え方に決まったルールはないので、一

人ひとりに合わせてオーダーメイドで考える。



問い じゃましているのは何？

お手伝いをスムーズ
にするために直すとよい
部分・工夫できる部分を

考えましょう

ワークブック９ページ

答え じゃましているのは何？

回答例

・テレビを消す。

・本や雑誌をしまう。

・台所でさせる。

・鉢を支えてあげる。

・電動ミルを使わせる。

など
アイディアは思いつく限り

たくさん挙げるのがコツです。

実現可能かどうかはその後で

検討します。

問い 環境を整えよう

実施可能かどうかは
気にせず、たくさん
考えてください。

伝え上手になろう！

前回の講義では、子どものよい行動を引き出す方

法として、周囲の環境を整える工夫についてご紹

介しました。

実は、声かけの仕方をちょっと見直すだけでも、

子どもが指示を理解しやすくなり、よい行動を行

いやすくなります。

今回は、子どもにわかりやすい、伝わりや

すい声かけについて考えていきましょう。

わかりやすい声かけ

※チェックしてみよう

声かけを聞いていないのでは？

声かけが理解できていないのでは？

声かけは理解できるけれど、興味がなかったり、

やりたくないのでは？

※伝わらない理由によって、違った対応が考えら

れます。

声かけを聞いていない

➊タイミングをはかる。

何かに夢中になっているときや、パニックの

最中は声が届きにくい。

➋注意を引いてから話す。

「今からお話しします」「○○ちゃん」
と言ったり、子どもの肩を叩いてから話す。

➌目を引くようなものを用意する。

絵カードや文字など視覚的な手がかりを使う。



➊具体的な言葉を使ってズバッと言う。

➋前もって伝えておく。

➌短い指示を一つずつ伝える。

➍子どもの理解に合わせて、指さし・視覚シンボル・

写真・絵などを使う。

声かけが理解できない

➊指示に従った後の結果(ほめ方やごほうび)を工夫する。

➋子どもが｢できる｣と思えるレベル(量や難易度)

の課題にする。

➌必ず成功できるように手助けする。

失敗がいやで活動に取組めない場合がある。

➍課題を工夫して興味ひきつける。

声かけの仕方だけでなく課題

そのものにも工夫を加える。

興味がない、やりたくない

興味ややる気を高める工夫

いくつかの選択肢を用意し、子ども自身に好きな

活動やものを選んでもらいます。自分で選ぶと、同

じ活動やものでも、よりやる気が出たり、もらっ

たときにより嬉しかったりします。

約束の上手な伝え方

➊簡単で、すぐに守れる約束から始める。

➋途中で確認するなど、守れるよう手助けする。

例：「お店のエスカレーターで遊ばない」という約束

を①家を出る前、②お店の駐車場、③店内に入る

ときに確認する。

➌守れて当たり前ではなく、守れたらいいことがあるよう

にする。

例：静かに電車に乗れたら、駅でスタンプが押せる。

➍「約束｣する内容を子どもと相談して決める。

まとめ：伝え上手

➊声かけや指示がうまく伝わらないときは、聞い

ていない、理解できない、興味がないなどの場

合がある。

➋声かけをする前、声かけの仕方、声かけの内容、

声かけに従った後の対応を工夫してみる。

➌約束は、｢約束が守れた｣という成功体験を積み

重ねることから始める。

問い 理解しやすい声かけ

ワークブック１０ページ

それぞれのお子さんに合わせた声かけを考えてみ

ましょう。

➊帰宅後、玄関で。

「靴はちゃんと脱ぎなさい！」

➋お風呂あがりに体をふかず、きょうだいと遊んでいる。

「体が濡れているじゃない！何やってるの！」



グループワーク

てつづき作成表

記録の仕方

てつづき作成表

ワークブック１７ページ

子どもに新しい行動を教えるとき
に便利なシートです。

各項目に具体的に記入していく
ことで，教える際の事前の環境
と事後の対応を整理することが
できます。

人・時間・場所

• 子どもにとっても，大人にとっても取り組みやすい時間
場所にしましょう。

• 最初は，できるだけ同じ人・同じ時間・同じ場所で取り
組みましょう。

• できるようになったら，人や場所を変えてできるように
少しずつステップアップさせます。

行動の前の工夫

• 物理的な環境を整え，言葉かけ以外の手がかりも工夫し
てみましょう。➜ 整え上手

• 指示をするタイミングを考えておきましょう。
• 言葉かけは，短く・はっきり・具体的に。 ➜ 伝え上手

子どもの行動

• 目標とする行動を，その子に
合わせて小さな行動の要素に
分けていきます。

• 教えてみてうまく行かなかっ
た部分は，行動をさらに細か
く分けるなど，修正を加えま
す。

➜ 教え上手

行動に伴走する援助

• 援助の量は子どもの様子に
合わせて調整します。

• 援助をしながら励ましなど
肯定的な声かけをするのも
効果的です。

➜ 教え上手



教え方の順番

出来具合いを見ながら教える順番を選びましょう。

左手を通す。➐

右手を通す。➏

すそを引っ張る。➎

頭を通す。➍

➊ Ｔシャツを手に取る。

➋ すそを持つ。

➌ すそをひろげて頭を入れる。

➑ すそを引っ張る。

➊
か
ら
確
実
に
で
き
る
よ
う
に

最
後
か
ら
確
実
に
で
き
る
よ
う
に

仕
上
げ
を
自
分
で
す
る
の
で

達
成
感
を
味
わ
い
や
す
い
。

ピンポイント・トレーニング

上級者むけですが、一部分だけ集中的に教えて、できるよう
になったところをつなぎあわせるという教え方もありま
す。最終的に全部できるようにします。

➐

➏

➎

➍

➊

➋

➌

➑

左手を通す。➐

右手を通す。➏

すそを引っ張る。➎

頭を通す。➍

➊ Ｔシャツを手に取る。

➋ すそを持つ。

➌ すそをひろげて頭を入れる。

➑ すそを引っ張る。

大人が
代わり
にする

大人が
代わり
にする ➐

➏

➎

➍

➊

➋

➌

➑

集中的
に練習

集中的
に練習
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代わり
にする

一人で
できる

➐

➏

➎

➍

➊

➋

➌

➑

一人で
できる

大人が
代わり
にする

集中的
に練習

大人が
代わり
にする

行動の後の工夫

ほめ上手のコツを思い出してください。

• 直後にほめる。
• 子どもの喜ぶ方法でほめる。
• 声かけ以外のほめ方も工夫する(タッチ，握手，好きな
ものや活動，トークンなど)。

達成基準

• どうなれば目標を達成できたと言えるかを決めておきま
しょう。例）80%できた日が一週間に４日 など

• 一度できたからといって，次から必ずできるとは限りま
せん。繰り返し練習することが必要です。

• 達成できなかったときは➊に戻り，手続きを順に見直し
ていきます。

記録の取り方

ワークブック１３ページ

どうして記録するの？

➊てつづきがうまくいっているかどうかの確認が

できる。

➋つまづいている部分がわかりやすくなるので、

てつづきを修正するときに参考にできる。

記録をとることで、より客観的な視点で対応を振

り返ることができます。



たとえば･･･

④と⑥がなかなか
上達しないな。
てつづきを変えてみ
ようかな･･･

• 対応する人によって言うことが違うと，子ども
は混乱してしまいます。

• 今できる当面の目標を家族や先生などその子に
かかわる人の間で共通理解し，同じ対応をする

ことが成功への鍵になります。

実施にあたって

うまくいかないとき

➊行動の後のプラスの対応を行っていますか。

➋たくさんほめていますか。

➌気負わずリラックスして教えられていますか。

➍ちょうどいいハードルの（少しがんばったらで
きる）目標を設定していますか。

➎教え方はお子さんに合っていますか。

次回のお知らせ
ホームワーク

次回：８月２６日（水）です。

ホームワーク：

今日考えたてつづきで実践し，結果を記録し
てみてください。


